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岩手県岩泉町議会

　小本の三浦茂幸さん７人家
族です。東日本大震災から
10年。この間、家族みんな
で支え合ってきました。３人
のかわいい孫たちに囲まれ、
日々の成長を楽しみながらみ
んな元気に過ごしています。

20

大家族
シリーズ

P4	 町営住宅　入居要件を緩和
P6	 支所の宿直廃止に議論
P8	 町議会議員の定数と報酬は
P9	 町の考えを問う（４議員が一般質問）

P2	 新型コロナ
	 経済対策予算を承認・可決



５月 11 日から始まった特別定額給付金の申請受け付け（役場町民室）
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定
額
給
付
金
な
ど

補
正
予
算
を
承
認

　

中
居
町
長
は
５
月
１

日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
関
す
る
国
の

補
正
予
算
に
早
期
に
対
応

す
る
た
め
、
２
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
第
１
号
の

専
決
処
分
を
行
い
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
、
１
人
一

律
10
万
円
が
給
付
さ
れ
る

特
別
定
額
給
付
金
９
億
１

０
６
２
万
円
。
児
童
手
当

を
受
給
し
て
い
る
子
ど
も

１
人
に
１
万
円
を
上
乗
せ

す
る
子
育
て
世
帯
臨
時
特

別
給
付
金
８
４
４
万
円
な

ど
総
額
９
億
６
７
７
３
万

円
で
す
。

中
小
企
業
者
へ
の

経
済
対
策
を
可
決

　
補
正
予
算
第
２
号
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
、
売
り
上

げ
が
減
少
し
た
中
小
企
業

次
は
、
町
営
住
宅　
入
居
要
件
を
緩
和

佐々木　悦夫さん
（岩泉・68 歳）

長崎　レンさん
（大川・75 歳）

邊
へ ん

見
み

　むつ子さん
（小川・71 歳）

佐々木智恵子さん（小本・57 歳）
海
か い

さん（  〃 ・29 歳）

　１年の中で売り上げが多い
ゴールデンウイークに、新型コ
ロナの影響を受けました。売り
上げが前年の６割以上減り、厳
しいです。町の 20 万円給付は
大変ありがたいです。

　定額給付金で前から欲しいと
思っていた眼鏡を新調しまし
た。とても気に入っています。
周りでも洗濯機や冷蔵庫などを
購入しているようです。とても
ありがたかったです。

　新型コロナの影響で大打撃を
受けている中、支援をいただけ
るのはありがたいです。みんな
で知恵を出し合い、岩泉の観光
業発展のため何かできればと
思っています。

　歓送迎会の予約が全
てキャンセルになりました。
ゴールデンウィークも開
店休業状態でした。新型
コロナの影響がいつまで
続くのかとても心配です。

者
へ
の
緊
急
経
済
対
策
な

ど
総
額
７
０
５
３
万
円
。

　
主
な
内
容
は
、
売
り
上

げ
が
減
少
し
た
宿
泊
・
飲

食
・
タ
ク
シ
ー
業
を
営
む

中
小
企
業
者
な
ど
に
、
一

律
20
万
円
を
給
付
す
る
１

４
０
０
万
円
。
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
で
の
感
染
拡

大
防
止
対
策
経
費
と
し

て
、
一
律
20
万
円
を
支
援

す
る
１
８
０
万
円
な
ど
の

経
済
対
策
で
す
。

　
２
年
第
２
回
臨
時
会
は
５
月
14
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
緊
急
経
済
対
策
予
算
な
ど
を
審
議

す
る
た
め
開
か
れ
ま
し
た
。

　
町
長
が
専
決
処
分
（
※
）
し
た
２
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
第
１
号
を
承
認
、
同
じ
く
第
２
号
を
全
会
一
致
で
可

決
し
ま
し
た
。

新　型
コロナ

経
済
対
策
予
算
を

�

承
認
・
可
決

おしえて ぴーちゃん

　本来、議会で決定すべき事項（条例
や予算など）を地方自治法の規定やあ
らかじめ議会が認めているものについ
て、町長が決定すること。決定後は、
議会への報告や承認が必要です。

※ 専決処分とは ?
利子補給・信用保証料補助

（2260万円）

ひとり親子育て世帯臨時給付金
（189万円）

　一定所得以下のひとり親子育て
世帯に１世帯当たり３万円を給付

サーマルカメラ※の購入
（302万円）

　町の施設や避難所用として、発熱
者検知用サーマルカメラ11台を購入

プレミアム付き商品券の販売
（775万円）

　龍ちゃん商品券のプレミアム率
を 10％から 20％に拡大

　新型コロナの影響で、経営環境
が悪化した中小企業者などが、金
融機関から事業資金の融資を受け
た場合、その利子と保証料を補助

まちの声

主な新型コロナ関連予算

（※）�体に接触せずに体の表面温度を測定できるカメラ
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次
は
、
支
所
の
宿
直
廃
止
に
議
論

町営住宅
緩和入居要件を

　
２
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
４
日
か
ら
９
日
ま
で
６

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
４
日
に
は
、
一
般
質
問
が
行
わ
れ
４
人
の
議
員
が
登
壇

し
ま
し
た
。（
質
問
の
内
容
な
ど
は
９
㌻
か
ら
13
㌻
）

　
任
期
満
了
と
な
る
農
業
委
員
会
委
員
７
人
の
任
命
と
教

育
委
員
会
委
員
１
人
の
再
任
に
同
意
。

　
町
長
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
町
営
住
宅
の
入
居
要
件
を
緩

和
す
る
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
13
議
案
を
全
会
一
致
で
可

決
し
ま
し
た
。

　
本
定
例
会
で
、
町
営
住

宅
条
例
の
一
部
を
改
正
し

ま
し
た
。

　
近
ご
ろ
、
町
営
住
宅
の

空
き
部
屋
（
※
１
）
が
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
少

し
で
も
町
民
の
皆
さ
ん
や

移
住
希
望
者
な
ど
が
入
居

し
や
す
い
よ
う
、
次
の
３

点
が
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

＊ 

若
者
単
身
者
の
入
居
が

可
能
に

＊ 

子
育
て
世
帯
や
新
婚
世

帯
の
収
入
要
件
を
緩
和

＊ 

賃
貸
保
証
会
社
と
の
契

約
が
可
能
に

（※１）７月１日現在、入居可能な空き部屋は 22 戸
（※２）世帯全員分の年間の合計所得金額から扶養控除などを引いた額を 12 で割った額
（※３）賃貸住宅の契約時に必要な連帯保証人を代行する会社

　
単
身
入
居
は
、
60
歳
以

上
や
障
が
い
者
な
ど
に
限

定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
60

歳
未
満
の
単
身
者
も
入
居

を
可
能
と
す
る
こ
と
で
、

若
者
の
定
住
を
図
っ
て
い

く
も
の
で
す
。

　

子
育
て
世
帯
の
入
居

は
、
小
学
生
未
満
の
子
ど

も
が
い
る
世
帯
に
限
り
、

認
定
月
額
（
※
２
）
21
万

４
千
円
（
通
常
の
世
帯
は

15
万
８
千
円
）
ま
で
が
入

居
可
能
な
収
入
要
件
で
し

た
。
今
回
の
改
正
で
、
25

万
９
千
円
ま
で
引
き
上

げ
、
大
学
生
な
ど
の
学
生

を
扶
養
し
て
い
る
世
帯
ま

で
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

　
人
口
減
少
な
ど
で
、
連

帯
保
証
人
を
確
保
で
き
な

い
人
が
増
え
て
き
ま
し

た
。
入
居
希
望
者
が
、
町

で
認
め
た
賃
貸
保
証
会
社

（
※
３
）
と
の
契
約
（
保

証
料
３
万
円
）
を
し
た
場

合
、
連
帯
保
証
人
を
免
除

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
詳
し
い
内
容
は
、
広
報

い
わ
い
ず
み
７
月
１
日
号

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

若
者
単
身
入
居
が
可
能
に

�

子
育
て
世
帯
の
収
入
要
件
も
緩
和

定例会のあらまし

請願
１件を採択

教育委員の
再任に同意

　岩泉町教育委員会教育委員の東
と う

野
の

亜弥さん（岩泉・39 歳）を再任
することに同意しました。
　任期は、６月28日から４年間です。

農業委員会委員
の任命に同意

　農業委員会委員の任期が７月 19日
をもって満了することに伴い、７人の
委員を任命することに同意しました。
　任期は３年間で、委員は次のとおり
です。

三田地　泰　正さん（岩泉・70歳）
早　川　ケン子さん（小川・75歳）
合　砂　哲　夫さん（安家・64歳）
佐　藤　安　美さん（大川・58歳）
工　藤　幸　雄さん（有芸・70歳）
武　田　　　健さん（小本・61歳）
茂　木　素　子さん（岩泉・44歳）

小本漁港北防波堤工事契約など可決
▽工事名　小本漁港地域水産物供給基盤整備（北防波堤その１）
　金　額　8908 万円
　請負者　宮城建設㈱
▽工事名　小本漁港地域水産物供給基盤整備（北防波堤その２）
　金　額　2億 131 万円
　請負者　宮城建設㈱
▽工事名　普通河川辺城子沢川河川改修
　金　額　1億 450 万円
　請負者　小野新建設㈱

①
単
身
で
町
営
住
宅
に

入
居
で
き
る
収
入
は
？

　
給
与
収
入
だ
け
の
場

合
、
年
収
２
９
６
万
８

千
円
未
満
の
人
が
入
居

可
能
で
す
。

②
子
育
て
世
帯
の
人
が

入
居
で
き
る
収
入
や
家

賃
は
？

　
夫
婦
と
子
ど
も
２
人

の
世
帯
で
、
夫
の
給
与

収
入
の
み
の
場
合
、
年

収
５
９
８
万
８
千
円
未

満
の
世
帯
が
入
居
可
能

で
す
。

　
家
賃
は
、
惣
畑
第
６

団
地（
平
成
21
年
建
築
、

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）の
場
合
で
、

約
２
万
円
か
ら
４
万
５

千
円
で
す
。

　
入
居
の
可
否
や
家
賃

は
、
各
世
帯
の
状
況
に

よ
り
異
な
り
ま
す
。
詳

し
く
は
役
場
地
域
整
備

課
（
☎
22
―
２
１
１
１

内
線
５
４
８
）に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◆
医
師
養
成
定
員
を
減
ら
す
政
府
方
針
の
見
直
し
を
求
め

る
請
願

＊
請　
願　
人　
　
岩
手
県
医
療
労
働
組
合
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
執
行
委
員
長　
中
野
る
み
子

＊
紹
介
議
員　
　
林
﨑
竟
次
郎
議
員

＊
付　
託　
先　
　
総
務
常
任
委
員
会

＊
請
願
の
要
旨　
　

�

４
年
度
以
降
の
医
師
養
成
定
員
減
と

い
う
国
の
方
針
を
見
直
し
、
医
療
現

場
と
地
域
の
実
態
を
踏
ま
え
、
医
師

数
を
増
や
す
こ
と

＊
審
査
の
結
果　
　

�

採
択
（
国
の
関
係
機
関
に
意
見
書
を

提
出
）

不
採
択

・�

介
護
従
事
者
の
全
国
を
適
用
地
域
と
し
た
特
定
最
賃
の

新
設
を
求
め
る
請
願

・�

看
護
師
の
全
国
を
適
用
地
域
と
し
た
特
定
最
賃
の
新
設

を
求
め
る
請
願

　
総
務
常
任
委
員
会
（
坂

本
昇
委
員
長
）
に
付
託
さ

れ
て
い
た
３
件
の
請
願
の

う
ち
、
１
件
を
採
択
、
２

件
を
不
採
択
と
決
定
し
ま

し
た
。

　町民の皆さんの意見や
要望などを町政に反映さ
せる制度です。作成方法
は次のとおりです。
①�請願の要旨や内容を簡
単に分かりやすく記載
してください
②�１人以上の紹介議員が
必要です
③�請願書は定例会中に審
査します
④�提出先は役場議会事務
局です

請願とは ?

平成 20 年から改良工事が進められている北防波堤

お
し
え
て

ぴ
ー
ち
ゃ
ん

町営住宅に入居しやすい環境整備の第一歩（惣畑団地）
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次
は
、
町
議
会
議
員
の
定
数
と
報
酬
は

支　所
各
支
所
の
宿
直
復
活
を

支
障
が
あ
れ
ば
見
直
す

経
費
面
（
※
）
を
考

え
、
本
年
度
か
ら
本

庁
舎
と
小
本
支
所
を
除
く

４
つ
の
支
所
の
宿
直
が
廃

止
さ
れ
た
。
防
災
上
の
観

点
か
ら
復
活
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

宿
直
は
廃
止
し
た

が
、
夜
間
の
管
理
人

（
午
後
５
時
15
分
か
ら
午

後
９
時
15
分
ま
で
）
を
設

置
し
て
い
る
。

　
宿
直
員
が
い
な
い
こ
と

で
、
大
き
な
障
害
や
支
障

が
出
て
く
れ
ば
、
見
直
し

　
条
例
補
正
予
算
審
査
特
別
委
員
会（
菊
地
弘
已
委
員
長
）

は
６
月
９
日
、
付
託
さ
れ
た
条
例
５
件
、
補
正
予
算
２
件

を
慎
重
に
審
査
し
、
全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
ま
し
た
。

　
４
月
か
ら
小
川
・
大
川
・
有
芸
、
６
月
か
ら
安
家
の
各

支
所
の
宿
直
が
廃
止
さ
れ
、
委
員
か
ら
「
防
災
上
の
観
点

で
復
活
が
で
き
な
い
か
」
と
い
う
意
見
が
あ
り
、
町
当
局

と
議
論
を
重
ね
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
特
別
委
員
会
の
審
査
の
中
か
ら
い
く
つ
か

の
質
疑
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

も
検
討
す
る
。
地
域
の
声

を
聴
き
な
が
ら
、
対
応
し

て
い
く
。

早
期
に
見
直
し
を
着

手
す
べ
き
だ
。

地
域
の
要
望
や
考
え

を
十
分
に
聴
き
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対
応

し
て
い
く
。

※
宿
直
を
廃
止
し
た
こ
と

で
、
年
間
６
５
０
万
円
程

度
の
経
費
縮
減
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

支
所
の
宿
直
廃
止
に
議
論

地
域
振
興
作
物
実
証

試
験
委
託
の
内
容
は
。

小
本
の
宮
本
地
区
で

ジ
ャ
ン
ボ
ニ
ン
ニ
ク

の
実
証
試
験
を
行
う
。
10

ア
ー
ル
程
度
を
予
定
し
て

い
る
。
経
費
は
、
種
ニ
ン

ニ
ク
や
肥
料
、
農
地
の
管

理
費
な
ど
で
あ
る
。

委
託
先
は
ど
こ
か
。

認
定
新
規
就
農
者
を

中
心
に
組
織
す
る
任

意
団
体
を
予
定
し
て
い
る
。

ジ
ャ
ン
ボ
ニ
ン
ニ
ク

を
選
定
し
た
理
由
は
。

獣
害
被
害
を
受
け
に

く
い
こ
と
や
加
工
し

て
展
開
す
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
で
あ
る
。

今
後
、
町
内
各
地
に

広
め
て
い
く
の
か
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
な
ど
が
注
目
さ
れ
て
い

る
。
本
町
で
の
状
況
は
。

本
年
度
、
各
小
中
学

校
の
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の

環
境
整
備
を
行
う
。
当
初

は
、
５
年
度
ま
で
に
端
末

を
整
備
す
る
予
定
だ
っ
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響 原

木
受
け
入
れ
業
者

の
事
業
状
況
は
。

チ
ッ
プ
納
入
先
の
生

産
調
整
に
よ
り
減
産

し
て
い
る
が
、
原
木
受
け

入
れ
は
続
け
て
い
る
。

経
営
努
力
に
対
し

て
、
町
の
支
援
は
。

町
有
地
を
原
木
貯
木

場
と
し
て
貸
し
て
い

る
。
国
・
県
に
も
働
き
か

け
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
支

援
も
検
討
す
る
。

各
地
区
で
希
望
が
あ

れ
ば
、
広
め
て
い
く

考
え
で
あ
る
。

町有地に積まれたチップ用原木

農　業
振
興
作
物
の
実
証
試
験
と
は

ジ
ャ
ン
ボ
ニ
ン
ニ
ク
の
栽
培

問問 答答

教　育
端
末
導
入
の
課
題
は

自
宅
で
の
環
境
整
備

で
、
国
の
予
算
化
が
早

ま
っ
た
。動
向
を
注
視
し
、

対
応
し
て
い
く
。

端
末
の
導
入
に
当

た
っ
て
課
題
は
何
か
。

自
宅
で
の
授
業
が
行

え
る
環
境
を
整
備
で

き
る
か
検
討
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

問答

問答

　議決された議案の一覧は町のホーム
ページで確認できます。

まち 声の

まち 声の

　原木受け入れやチップ生産が縮
小されるのは死活問題です。岩泉
の林業振興のため、生産者・加工
業者・運送業者や行政を含めワン
チームで取り組んで行くことが必
要だと思っています。

　28 年の台風10 号災害で、多
くの農地が被災しました。復旧・
集約した農地を活用し、新しい
作物「ジャンボニンニク」に挑戦
します。地域の農業を盛り上げ
ていきたいです。

皆川　克
かつ

一
ひと

さん
（小川・49歳）

加藤　榮
えい

喜
き

さん
（小本・56歳）

条
例
補
正
予
算
審
査
特
別
委
員
会

大川支所 小川支所

有芸支所 安家支所

答 問

問答

問問 答答問答問

答

林　
業

教　
育

原木受け入れの状況は

修学旅行延期追加経費とは

受け入れは続けている

延期による経費増分を支援

修
学
旅
行
延
期
追
加

経
費
支
援
の
内
容
は
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
、
中
学
校
の
修
学

旅
行
を
９
月
に
延
期
し

た
。
経
費
の
増
額
分
を
支

援
す
る
も
の
で
あ
る
。

旅
行
行
程
は
変
更
す

る
の
か
。

同
じ
行
程
で
検
討
を

し
て
い
る
。
今
後
の

状
況
に
よ
り
変
更
の
可
能

性
も
あ
る
。

問問 答答

ジャンボニンニクとは?

　手のひらに乗せると、
はみ出るくらい大きく、
通常のニンニクより匂い
や辛みがマイルドで食べ
やすいのが特徴です。
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町の考えを問う

町議会議員の
定数と報酬は

　
議
会
は
元
年
12
月
、
議
員
定
数
等
調
査
検
討
特
別
委
員

会
（
坂
本
昇
委
員
長
）
を
設
置
し
、
来
年
４
月
の
町
議
会

議
員
の
改
選
に
向
け
て
議
員
の
定
数
と
報
酬
の
在
り
方
を

検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　
特
別
委
員
会
は
、
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
や
有
識
者

の
意
見
を
踏
ま
え
、
定
数
と
報
酬
は
「
現
状
維
持
と
す
べ

き
」
と
全
会
一
致
で
決
定
。
６
月
９
日
の
本
会
議
で
委
員

長
が
議
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、調
査
検
討
の
経
過
と
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

　地方議会の議員のなり手不足が、全国で課題となっています。
　岩手県内では、昨年度 22の市町村議会議員選挙が行われましたが、そのうち、
約３割に当たる７市町村が無投票でした。
　その原因は、人口減少や高齢化、町村議会議員は、県議会議員や市議会議員より
報酬が低く、子育て世代などが立候補できない現状もあると言われています。

議員のなり手不足とは？おしえて ぴーちゃん

議
員
定
数
等
調
査
検
討
特
別
委
員
会

4人の議員が登壇

坂
さか

本
もと

　　昇
のぼる

 議員
・新型コロナで授業の遅れは
・新型コロナを復興教育に

（12㌻）

畠
はたけ

山
やま

　和
かず

英
ひで

 議員
・給付金の対象業種の拡充を
・第一次産業に支援対策を

（10㌻）

八
や

重
え

樫
がし

龍
りゅう

介
すけ

 議員
・観光客への防疫体制は
・経済支援対策の拡充を

（11㌻）

林
はやし

﨑
ざき

竟
きょう

次
じ

郎
ろう

 議員
・支援金の業種拡充を
・第 2波への備えを

（13㌻）

一般質問
　
一
般
質
問
と
は
、
議
員

が
町
長
な
ど
の
執
行
機
関

に
対
し
、
事
務
の
執
行
状

況
や
将
来
の
方
針
な
ど
に

つ
い
て
所
信
や
疑
問
を
た

だ
す
こ
と
。
報
告
や
説
明

を
求
め
る
こ
と
で
す
。

　
６
月
定
例
会
で
は
４
人

の
議
員
が
登
壇
し
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
へ
の
提
言
や
質
問
を

行
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
質
問
と
答

弁
を
要
約
し
た
内
容
（
10

㌻
か
ら
13
㌻
）
を
登
壇
順

（
質
問
順
）
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

対
策
の
た
め
、
マ
ス
ク
を

着
用
し
て
一
般
質
問
を
行

い
ま
し
た
。

一般質問全文は、
町ホームページで
公開しています。

町
の
考
え
を
問
う

現
状
維
持
と
決
定

◆
調
査
検
討
の
経
過

　
特
別
委
員
会
は
、
元
年

12
月
か
ら
２
年
５
月
ま
で

６
回
開
催
し
ま
し
た
。

　
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

の
検
証
や
県
内
町
村
議
会

議
員
の
定
数
・
報
酬
の
改

正
状
況
確
認
な
ど
を
行

い
、
議
員
間
で
討
議
を
繰

り
返
し
ま
し
た
。

　
４
月
21
日
に
は
、
各
地

域
振
興
協
議
会
長
か
ら
意

見
を
聴
き
、
５
月
14
日
の

特
別
委
員
会
で
定
数
・
報

酬
と
も
「
現
状
維
持
」
と

決
定
し
ま
し
た
。

第
１
回　
元
年
12
月
10
日

　

�

委
員
長
、
副
委
員
長
の

決
定

第
２
回　
12
月
18
日

　

�

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

の
検
証

第
３
回　
１
月
23
日

　

�

県
内
町
村
議
会
議
員
の

定
数
・
報
酬
の
改
正
状

況
な
ど
を
確
認

第
４
回　
４
月
21
日

　

�

各
地
域
振
興
協
議
会
長

か
ら
の
意
見
聴
取

第
５
回　
５
月
14
日

　
意
見
聴
取
の
ま
と
め

第
６
回　
５
月
14
日

　
現
状
維
持
と
決
定

◆ 

各
地
域
振
興
協
議
会
長

の
主
な
意
見

＊
定
数

・
現
状
の
ま
ま
で
よ
い

・�

人
口
減
少
で
も
議
員
活

動
は
減
っ
て
い
な
い
。

減
ら
す
べ
き
で
は
な
い

・�

２
人
減
と
し
、
そ
の
分

報
酬
を
上
げ
る

・�

定
数
を
減
ら
す
と
地
域

間
格
差
が
広
が
る
可
能

性
が
あ
る

＊
報
酬

・�

議
員
の
な
り
手
不
足
の

た
め
に
、
報
酬
を
上
げ

る
こ
と
も
必
要

・�

活
動
に
見
合
う
額
を
設

定
す
べ
き

◆
委
員
長
報
告
の
要
旨

・�

議
員
定
数
と
議
員
報
酬

は
現
状
維
持
と
す
る

・�

議
員
の
な
り
手
不
足

は
、
議
会
で
引
き
続
き

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
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町の考えを問う 町の考えを問う

裾野の広い木材産業は地域経済の要

コ
ロ
ナ
禍
の�

経
済　

雇
用

�

守
り
抜
く

問　
町
独
自
の
経
済
支
援

対
策
で
あ
る
「
中
小
企
業

者
等
事
業
継
続
緊
急
支
援

給
付
金
制
度
」
の
対
象
を

全
て
の
業
種
に
拡
充
し
、

経
営
に
影
響
が
で
て
い
る

事
業
者
を
同
様
に
支
援
し

て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

町
長　
中
小
企
業
者
等
事

業
継
続
緊
急
支
援
給
付
金

は
、
宿
泊
業
な
ど
の
３
業

種
に
20
万
円
を
緊
急
的
に

支
援
し
た
。

　
対
象
業
種
の
拡
充
は
、

国
の
第
２
次
補
正
予
算
の

審
議
状
況
や
今
後
想
定
さ

れ
る
感
染
拡
大
の
第
２
波

な
ど
中
長
期
的
な
視
点
に

立
ち
、
幅
広
く
検
討
し
て

い
く
。

問　
宅
配
や
テ
ー
ク
ア
ウ

ト
、
海
外
を
含
め
た
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
な
ど
新

し
い
生
活
様
式
時
代
の
販

売
促
進
を
行
っ
て
い
る
事

業
者
も
あ
る
。

　
こ
の
取
り
組
み
の
推
奨

や
定
着
化
の
た
め
、宣
伝
、

輸
送
の
販
路
経
費
、
初
期

投
資
経
費
な
ど
の
支
援
策

を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

町
長　
新
し
い
生
活
様
式

時
代
に
お
け
る
販
売
促
進

の
研
究
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
返
礼
品
の
拡
大
な
ど
、

こ
れ
ま
で
の
固
定
概
念
に

捉
わ
れ
な
い
柔
軟
な
発
想

で
、
関
係
者
と
知
恵
を
出

し
合
い
な
が
ら
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
５
月
期
の
町
生
産
者

が
出
品
し
た
和
牛
子
牛
市

場
の
平
均
販
売
価
格
は
52

万
９
千
円
。
前
年
対
比

25
％
安
く
な
っ
て
い
る
。

　
林
業
関
係
で
は
、
５
月

か
ら
本
町
の
チ
ッ
プ
工

場
、
宮
古
市
の
合
板
工
場

も
減
産
に
入
っ
て
い
る
。

木
材
の
搬
入
量
が
前
年
の

半
分
に
落
ち
込
ん
で
い
る

林
業
事
業
体
も
あ
る
。

　
第
一
次
産
業
で
、
売
り

上
げ
が
減
少
し
て
い
る
事

業
者
へ
支
援
を
行
う
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

町
長　
第
一
次
産
業
に
お

け
る
緊
急
経
済
対
策
は
、

引
き
続
き
今
後
の
影
響
の

推
移
な
ど
も
見
極
め
て
い

く
。
経
営
主
体
の
状
況
に

注
視
し
な
が
ら
、
国
・
県

の
支
援
策
と
連
動
し
、
中

長
期
的
な
支
援
策
も
視
野

に
入
れ
た
町
独
自
の
対
策

を
検
討
し
て
い
く
。

問 給付金の対象業種の拡充を
答 中長期的視点で幅広く検討

問 

第
一
次
産
業
に
支
援
対
策
を

答 

国・県
施
策
と
連
動
し
対
応

畠山　和英議員

問 

観
光
客
へ
の
防
疫
体
制
は

答 

体
温
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う

入洞前にサーマルカメラで体温をチェック（龍泉洞）

問 経済支援対策の拡充を

答 真に必要な対策を行う

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
関
連
し
た
町
独
自
の

経
済
支
援
対
策
と
し
て
、

１
事
業
者
20
万
円
の
支
援

が
あ
る
。こ
れ
は
、宿
泊
、

飲
食
、
タ
ク
シ
ー
業
を
営

む
者
な
ど
に
限
ら
れ
る
。

　
国
や
県
の
制
度
で
は
、

売
り
上
げ
が
50
％
以
上
減

少
し
て
い
る
な
ど
の
条
件

問　
龍
泉
洞
が
再
開
さ
れ

る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
特
効
薬
や
ワ
ク
チ
ン

な
ど
は
開
発
途
上
で
あ
る
。

　
国
内
外
か
ら
訪
れ
る
観

光
客
へ
の
防
疫
体
制
や
体

調
不
良
者
の
救
急
対
応
な

ど
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て

い
く
考
え
か
。

町
長　
防
疫
体
制
は
１
日

２
回
の
定
期
的
な
消
毒
、

マ
ス
ク
や
フ
ェ
ー
ス
シ
ー

ル
ド
着
用
な
ど
の
対
策
を

事
業
者
が�

生
き
抜
く
た
め
に

�

ま
ず
支
援

で
、
家
賃
補
助
や
持
続
化

給
付
金
が
あ
る
。
50
％
未

満
は
対
象
外
だ
。

　
工
夫
を
し
な
が
ら
事
業

を
継
続
し
て
き
た
支
援
対

象
外
の
事
業
者
に
も
手
立

て
を
行
う
べ
き
と
思
う
が

ど
う
か
。

町
長　
現
時
点
で
の
事
業

者
支
援
と
し
て
、
６
月
中

旬
発
行
予
定
の
商
品
券
の

プ
レ
ミ
ア
ム
率
を
10
％
か

ら
20
％
へ
見
直
し
、
発
行

枚
数
を
増
や
す
こ
と
と
し

て
い
る
。
町
内
で
の
消
費

購
買
活
動
を
進
め
、
よ
り

多
く
の
事
業
者
に
そ
の
効

果
が
行
き
渡
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
現
在
、
国
の
第
２
次
補

正
予
算
の
審
議
状
況
な
ど

を
注
視
し
て
い
る
。
長
期

に
わ
た
る
感
染
症
対
策
を

見
据
え
な
が
ら
、
事
業
者

に
と
っ
て
、
真
に
必
要
な

対
策
を
行
っ
て
い
く
。

実
施
し
て
い
る
。
観
光
客

に
は
、
サ
ー
マ
ル
カ
メ
ラ

を
使
用
し
た
体
温
チ
ェ
ッ

ク
を
行
っ
て
い
る
。

　
発
熱
な
ど
体
調
不
良
の

人
に
は
入
洞
を
遠
慮
い
た

だ
く
な
ど
、
で
き
る
限
り

の
対
応
策
を
し
感
染
防
止

に
努
め
て
い
く
。

　
５
月
下
旬
に
は
、
岩
手

県
宮
古
保
健
所
職
員
を
講

師
に
、
龍
泉
洞
で
観
光
関

係
者
を
対
象
と
し
た
感
染

防
止
対
策
研
修
会
を
開
催

八重樫龍介議員

そ
の
他
の
質
問

◆�

商
工
会
の
中
小
企
業
支

援
特
別
相
談
体
制
の
強

化
支
援

し
た
。

　
消
毒
や
接
客
上
の
留
意

点
な
ど
を
確
認
し
、
参
加

者
が
共
通
認
識
を
持
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
引
き
続
き
観
光
客
や
ス

タ
ッ
フ
な
ど
を
含
め
、
町

内
か
ら
一
人
の
感
染
者
も

出
さ
な
い
と
い
う
強
い
決

意
を
持
っ
て
、
関
係
者
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
く
。
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町の考えを問う 町の考えを問う

無観客でも真剣な眼差しで取り組んだ体育祭（岩泉中）

教
育
の�総合

力
で

�

子
を
守
る

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め

臨
時
休
校
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。
授
業
の
遅
れ
や
学

力
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る

が
、
影
響
は
な
い
か
。

教
育
長　
学
習
時
間
・
指

導
時
間
確
保
の
た
め
、
小

中
学
校
の
休
業
を
１
週
間

ほ
ど
遅
ら
せ
た
。
そ
の
こ

と
で
学
習
の
ま
と
め
の
時

間
が
と
れ
、
休
業
中
の
課

題
や
生
活
面
で
の
指
導
の

徹
底
が
図
ら
れ
た
。

　
４
月
初
旬
に
学
校
が
再

開
し
、
授
業
の
遅
れ
や
学

力
の
低
下
は
現
状
で
は
な

い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問　
外
出
自
粛
な
ど
で
、

保
護
者
や
児
童
生
徒
に
家

庭
内
で
の
ト
ラ
ブ
ル
は
な

い
か
。

教
育
長　
現
段
階
で
は
、

学
校
へ
の
相
談
な
ど
は
特

に
な
い
こ
と
を
確
認
し
て

い
る
。

　

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
が
定
期
的
に
学
校
を

訪
問
し
、
個
別
面
談
な
ど

を
実
施
し
て
い
る
。

問　
地
区
中
総
体
に
向
け

て
、
生
徒
の
目
標
設
定
な

ど
学
校
で
の
指
導
は
ど
の

よ
う
に
行
う
の
か
。

教
育
長　
中
学
校
３
年
生

に
と
っ
て
部
活
動
の
締
め

く
く
り
の
場
と
な
る
。
生

徒
た
ち
が
集
大
成
と
し
て

臨
む
大
会
に
向
け
、
悔
い

の
残
ら
な
い
よ
う
指
導
を

お
願
い
し
て
い
る
。

問　
地
元
出
身
学
生
へ
支

援
を
行
う
予
定
は
な
い
か
。

教
育
長　
国
で
は
特
別
定

額
給
付
金
の
他
、
各
大
学

な
ど
を
通
じ
た
１
人
10
万

円
か
ら
20
万
円
の
学
生
支

援
緊
急
給
付
金
の
支
援
を

行
う
と
し
て
い
る
。

　
町
も
、
地
元
出
身
学
生

が
安
心
し
て
就
学
で
き
る

よ
う
、
町
に
定
住
す
れ
ば

返
還
免
除
と
な
る
奨
学
生

の
追
加
募
集
を
６
月
か
ら

開
始
し
て
い
る
。

　
独
自
支
援
策
も
今
後
検

討
し
て
い
く
。

問　
社
会
教
育
施
設
や
体

育
施
設
の
使
用
制
限
が
長

期
間
に
及
ん
だ
。
利
用
団

問 新型コロナで授業の遅れは
答 現状ではないものと考える

体
か
ら
早
期
再
開
の
要
望

な
ど
は
な
か
っ
た
か
。

教
育
長　
早
期
再
開
の
声

は
な
か
っ
た
。
こ
の
状
況

下
を
理
解
し
た
も
の
と
感

謝
し
て
い
る
。

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
も
復
興
教
育
の

一
つ
と
し
て
取
り
組
む
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

教
育
長　
こ
れ
ま
で
の
災

害
の
教
訓
に
「
新
し
い
生

活
様
式
」
と
い
う
感
染
症

対
策
の
新
た
な
視
点
も
加

え
て
い
く
。
子
ど
も
た
ち

が
生
き
る
力
を
身
に
付
け

る
、
さ
ら
な
る
機
会
と
な

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

問 

新
型
コ
ロ
ナ
を
復
興
教
育
に

答 

感
染
症
対
策
を
加
え
て
い
く

坂本　昇議員

問 

支
援
金
の
業
種
拡
充
を

答 

効
果
的
な
支
援
を
検
討

第一次産業にも支援の手を

問 第 ２ 波への備えを

答 万全対応に努める

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
は
、
人
の
命
や

暮
ら
し
、
財
産
を
大
き
く

破
壊
す
る
「
自
然
災
害
」

の
一
つ
と
捉
え
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　
地
震
や
津
波
、台
風
は
、

あ
る
特
定
地
域
に
限
定
し

て
発
災
す
る
。感
染
症
は
、

人
の
移
動
を
介
し
て
短
期

問　
第
２
次
補
正
予
算
の

概
要
が
決
ま
り
、
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
の
追
加
分

は
２
兆
円
。
本
町
に
は
２

億
円
程
度
と
私
は
見
込
ん

で
い
る
。
こ
の
２
億
円
を

必
要
と
し
て
い
る
と
こ
ろ

に
手
当
て
す
べ
き
だ
。

　
町
単
独
の
事
業
継
続
緊

急
支
援
給
付
金
は
、宿
泊
、

飲
食
、
タ
ク
シ
ー
業
に
限

ら
れ
て
い
る
。「
コ
ロ
ナ

シ
ョ
ッ
ク
」
で
売
上
高
が

減
少
し
て
い
る
業
種
は
他

コ
ロ
ナ
後
へ�

生
き
る
支
援
は

�

寄
り
添
っ
て

間
に
感
染
を
広
げ
て
被
災

地
に
し
て
し
ま
う
。

　
今
回
を
教
訓
に
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
第
２

波
や
新
た
な
感
染
症
ウ
イ

ル
ス
の
発
生
に
対
応
す
る

た
め
「
自
然
災
害
」
と
同

様
な
あ
ら
ゆ
る
備
え
が
必

要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

町
長　
「
新
し
い
生
活
様

式
」
の
実
践
、
感
染
予
防

対
策
物
品
の
計
画
的
な
備

蓄
、医
療
機
関
と
の
連
携
、

指
定
避
難
所
に
お
け
る
感

染
防
止
対
策
の
徹
底
な
ど

に
努
め
て
い
る
。

　
国
・
県
・
関
係
機
関
と

の
連
携
を
密
に
し
、
町
の

「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
対
策
行
動
計
画
」や「
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
見

直
し
な
ど
を
行
う
。

　
あ
ら
ゆ
る
場
面
を
想
定

し
万
全
な
対
応
に
努
め
て

い
く
。

に
も
あ
る
。
対
象
を
拡
充

し
、
町
が
手
を
差
し
伸
べ

る
こ
と
も
必
要
だ
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

町
長　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
い
、

龍
泉
洞
の
閉
洞
、
会
合
や

宴
会
な
ど
の
自
粛
が
あ
っ

た
。
直
接
的
な
影
響
を
受

け
た
３
業
種
に
一
律
20
万

円
を
給
付
す
る
と
い
う
緊

急
的
な
支
援
を
行
う
こ
と

と
し
た
。

林﨑竟次郎議員

次
は
、
ど
う
な
り
ゃ
ん
し
た
あ
の
提
言

　
業
種
の
拡
充
は
、
感
染

症
対
策
が
長
丁
場
に
な
る

こ
と
も
考
え
な
が
ら
引
き

続
き
検
討
し
て
い
く
。

　
関
係
団
体
と
の
意
見
交

換
や
情
報
交
換
を
行
う
な

ど
効
果
的
な
支
援
策
と
な

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。
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質疑のその後

4 月
� 1 日� 辞令交付式（役場）
� 17 日� 議会全員協議会（役場）
� � 議員会議（役場）
� � 総務常任委員会（役場）
� � 産業常任委員会（役場）
� 21 日� 議員定数等調査検討特別委員会（役場）
5 月
� 5 日� 龍泉洞安全祈願祭（龍泉洞）
� 14 日� 議会運営委員会（役場）
� � 第２回臨時会（議会議事堂）
� � 議会全員協議会（役場）
� � 議員定数等調査検討特別委員会（役場）

議
会
だ
よ
り

の
目
指
す
道

半
世
紀
の
歴
史

　
い
わ
い
ず
み
議
会
だ
よ

り
は
、
昭
和
48
年
３
月
に

第
１
号
を
発
行
し
て
い
ま

す
。間
も
な
く
２
０
０
号
、

そ
し
て
半
世
紀
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
間
、
全
国
町
村
議

会
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
は

２
度
、
日
本
一
に
輝
く
な

ど
町
民
の
皆
さ
ん
と
共
に

議
会
だ
よ
り
を
作
り
上
げ

て
き
ま
し
た
。

新
し
い
編
集
方
針

　
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

で
は
、
議
会
だ
よ
り
の
作

成
に
当
た
っ
て
「
編
集
方

針
」
を
定
め
て
い
ま
す
。

　
編
集
方
針
は
、
時
代
の

流
れ
な
ど
で
何
度
も
修
正

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
「
町
民
参
加

で
読
み
や
す
い
議
会
だ
よ

り
」を
目
指
す
道
と
し
て
、

新
し
い
編
集
方
針
を
定
め

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
に

愛
さ
れ
る
議
会
だ
よ
り
を

作
成
す
る
よ
う
、
努
め
て

い
き
ま
す
。

編集作業を行う広報委員

議員は何してんのや
　議員や議会は何をしているの？という声を聞き
ます。ここでは、議会や議員の主な活動状況をお
知らせします。（全日程はＱＲコードで）

� 14 日� 広報広聴常任委員会（役場）
� 22 日� �宮古地区広域行政組合議会５月臨時会（宮

古市）
� 27 日� 安家地区複合施設竣工式（安家）
6 月
� 1 日� 議会運営委員会（役場）
� 4 日� 第２回定例会（議会議事堂）
� � 議会全員協議会（役場）
� 9 日� 条例補正予算審査特別委員会（役場）
� � 本会議（議会議事堂）
� � 広報広聴常任委員会（役場）
� 11 日� 広報広聴常任委員会（役場）
� 26 日� 広報広聴常任委員会（役場）

次
は
、
シ
リ
ー
ズ
「
私
の
復
興
」

基
本
方
針

＊
町
民
参
加
の
紙
面

　
記
事
や
議
会
に
対
す
る

町
民
の
「
ま
ち
の
声
」
を

多
く
掲
載
す
る
。

＊
読
み
や
す
い
紙
面

　
行
政
用
語
や
議
会
用
語

は
な
る
だ
け
使
用
せ
ず
、

言
い
換
え
や
注
釈
で
補
完

す
る
。

＊
見
出
し
で
分
か
る
紙
面

　
見
出
し
は
12
字
以
内
を

基
本
と
す
る
。
見
出
し
、

リ
ー
ド
文
、
記
事
が
連
動

す
る
こ
と
。

編
集
方
法

＊
ス
ピ
ー
ド
発
行

　
年
４
回
の
定
例
会
終
了

後
、
１
カ
月
程
度
で
の
発

行
を
目
指
す
。

＊
写
真
の
活
用

　
記
事
に
関
連
し
た
写
真

を
１
ペ
ー
ジ
に
１
枚
以
上

使
用
し
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン

を
付
け
る
。

＊
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
活
用

　
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

充
実
に
努
め
、
紙
面
で
伝

え
き
れ
な
い
事
項
は
、
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
で
誘
導
す
る
。

＊
一
般
質
問

　
原
稿
は
、
質
問
を
行
っ

た
議
員
が
自
ら
作
成
す

る
。
関
連
す
る
写
真
と

「
17
文
字
の
ひ
と
り
ご
と
」

を
添
え
て
一
般
質
問
終
了

後
１
週
間
以
内
に
事
務
局

へ
提
出
す
る
。

＊
編
集
後
記

　
広
報
広
聴
常
任
委
員
が

順
番
に
担
当
す
る
。

＊
委
員
の
責
務

　
取
材
や
写
真
撮
影
、
記

事
の
作
成
は
、
広
報
広
聴

常
任
委
員
が
行
う
。

議会の動き

アクセル踏み間違い加速制御システム（左）とシステムを装着した役場の車両

元
年
９
月
定
例
会

２
年
２
月

　
議
員
が
行
う
質
問
や

提
言
が
、
町
政
に
ど
う

反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
こ
れ
ま
で
の
質
問
な

ど
か
ら
一
部
を
取
り
上

げ
、
そ
の
後
ど
う
な
っ

た
か
追
跡
し
ま
す
。

　
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の
ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
の
踏

み
間
違
い
に
よ
る
事
故
が
全
国
的
に
多
発
し
て
い
る
。

踏
み
間
違
い
防
止
装
置
を
取
り
付
け
た
場
合
に
町
で
補

助
す
る
考
え
は
な
い
か
。

問
　
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の
交
通
事
故
防
止
対
策
は
、
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
の
一
つ
で
あ

る
。
踏
み
間
違
い
防
止
装
置
の
補
助
を
含
め
、
ど
の
よ

う
な
も
の
が
有
効
か
調
査
検
討
す
る
。

答
　
踏
み
間
違
い
防
止
装
置
を
役
場
の
車
両
に
取
り
付
け

る
な
ど
、
町
民
が
体
験
で
き
る
環
境
を
整
備
す
べ
き
と

思
う
が
ど
う
か
。

問
　
役
場
の
車
両
に
取
り
付
け
、
デ
モ
カ
ー
と
し
て
町
民

が
体
験
す
る
こ
と
は
、
有
効
な
手
段
と
考
え
る
。
前
向

き
に
検
討
す
る
。

答　
役
場
の
車
両
に
「
後
付
け
ア
ク
セ
ル
踏
み
間
違
い
加
速
制
御

シ
ス
テ
ム
」
を
装
着
し
ま
し
た
。

　
４
月
６
日
、
岩
泉
警
察
署
で
開
か
れ
た
「
春
の
全
国
交
通
安

全
運
動
出
動
式
」
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
購
入
費
用
は
、
取
り
付
け
費
込
み
で
約
９
万
円
。

踏み間違い防止装置
の普及を

議会だより
のQRコード
編集方針も掲載

まち 声の

　踏み間違いによる事故の対策
として、町の対応に感謝します。
町民の交通手段は、自家用車
に頼らなければなりません。各
地域で PRをして事故防止につ
ながればと思います。 佐々木　敏

さとし

さん
（小川・51 歳）

編集方針



古紙のリサイクルに取り組むオフィス町内会と、森林の
再生に取り組む岩手県岩泉町との連携により実現した

「森の町内会—間伐に寄与した紙—」を使用しています。

令
和
2
年
7
月
10
日
発
行

発
行
／
岩
泉
町
議
会
　
発
行
責
任
者
／
議
長
	加
藤
久
民

編
集
／
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
　
印
刷
／
山
口
北
州
印
刷
株
式
会
社

〒
027−0595　

岩
手
県
下
閉
伊
郡
岩
泉
町
岩
泉
字
惣
畑
59
番
地
5

TEL 		0194（
22）2111　

内
線
252　

FA
X		0194（

22）5566
https://w

w
w
.tow

n.iw
aizum

i.lg.jp/

い
わ

い
ず

み
議

会
だ

よ
り

N
o. 191

いわいずみ議会だより　第191号
令和2年7月10日発行16

委
員
長　

八
重
樫
龍
介

副
委
員
長　

小
松
ひ
と
み

委　
員　

野
舘　
泰
喜

　
　
　
　

三
田
地
久
志

　
　
　
　

畠
山　
和
英

　
　
　
　

畠
山　
昌
典

広報広聴常任委員会
編
集
後
記

▽
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
対
応
に
追
わ
れ
て
い
る

中
で
の
６
月
議
会
。
経
済

対
策
や
感
染
予
防
を
議
論

▽
甲
子
園
や
高
総
体
な
ど

相
次
い
で
中
止
が
決
ま
る

中
、
各
地
で
条
件
付
き
代

替
大
会
が
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。
生
徒
の
み
な
ら
ず

社
会
に
も
希
望
の
光
で
す

▽
大
震
災
、
台
風
災
害
、

そ
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
。
町
の
災
害
対
策
と
は

ど
う
あ
る
べ
き
か
。
そ
の

中
で
「
議
会
は
何
が
で
き

る
の
か
」
自
然
か
ら
も
問

わ
れ
て
い
る
気
が
し
ま
す

▽
表
紙
の
家
族
が
20
組
目

と
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん

の
ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す
。

広
報
広
聴
常
任
委
員

�

畠
山　
昌
典

議会を傍聴しませんか
次の定例会は、
９月 10 日 （木） 一般質問
 11 日 （金） 一般質問
 14 日 （月） 条例補正予算審査
   本会議
 16 日 （水） 決算審査
 17 日 （木） 決算審査
 18 日 （金） 決算審査・本会議
の予定です。
※都合により変更となる場合があります。

佐々木　キヨさん
（乙茂・91 歳）

西倉　豊さん
（小本・76 歳）

佐藤　静子さん
（岩泉・65 歳）

　台風 10 号のとき、小本
川の水が家まで入ってくる
とは思ってもいませんでし
た。川が氾濫して、慌てて
２階に駆け上がりました。
　今は、同じ場所に約２㍍
盛土をして建て替えまし
た。息子夫婦と 3 人で暮
らしています。川の工事が
早く終わることを願ってい
ます。

　さまざまな支援をいただ
きながら４年経って住宅が
完成します。とても感謝し
ていますが、この道のりが
長すぎて疲れ切ったという
のも本音です。
　やっと我が家に住める安
心感とともに自分たちの老
いと向き合いながら、この
地で静かに暮らしていきた
いと思います。

　仮設はとても狭くて我慢
しながら生活してきまし
た。新しい家は足も伸ばせ
るし横にもなれます。こど
も園の子どもたちの声が聞
こえるのも明るい気持ちに
なります。
　健康的に毎日を笑顔で暮
らしていきます。皆さんか
らのたくさんのご支援あり
がとうございました。

　
本
町
は
、
東
日
本
大
震
災
や
度
重
な
る

豪
雨
災
害
に
よ
っ
て
、
多
く
の
住
宅
や
公

共
施
設
が
被
災
し
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
町
民
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ

て
復
旧
・
復
興
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
災
害
公
営
住
宅
の
入
居
、
個
々
の
住
宅

の
補
修
や
建
設
も
進
み
、
着
実
に
復
興
の

道
を
歩
ん
で
い
ま
す
。

　
前
号
に
続
き
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
声
を

「
シ
リ
ー
ズ
私
の
復
興
」
と
し
て
お
伝
え

し
ま
す
。 私

の
復
興

シリー
ズ

Part-2

　議会だよりの表紙
に登場してくれる７
人以上の家族を募集
しています。自薦他
薦は問いません。近
くの議員や議会事務
局（☎22-2111（内
線252）までご連絡
ください。
　登場してくれた家
族には、Ａ４判写真
（フォトフレーム入り）�
を差し上げています。

表紙の大家族を募集

中村廣さんご家族
岩泉町議会だより第 190 号
令和２年4月 10 日号（表紙）


